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■特集
「森林環境教育の推進」

指導普及課

■美しい森
も

林
り

づくり
「地域材を活用した

公共施設の整備について」
秋田県上小阿仁村

■我が署の隠れた名所
岩手北部森林管理署 「草の湯」

本年度第１回の森林ふれあい推進事業（愛称「緑の山歩塾」）を開催、自然とのふれあいを楽しみました。

六
月
十
三
日
、
秋
田
市
か
ら
望
め
る
太
平
山

に
市
民
の
皆
さ
ん
と
登
山
し
ま
し
た
。
登
り
は

続
き
天
然
秋
田
杉
や
原
生
的
な
ブ
ナ
林
に
吹
く

心
地
よ
い
風
と
多
く
の
可
憐
な
花
々
に
癒
さ
れ

な
が
ら
頂
上
へ
向
か
い
ま
し
た
。
頂
上
か
ら
の

大
パ
ノ
ラ
マ
は
絶
景
で
、
下
界
に
は
昨
年
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
入
館
者
が
五
千
人
を

突
破
し
た
「
仁
別
森
林
博
物
館
」
が
見
え
ま
し

た
。
帰
り
に
立
ち
寄
り
全
国
的
に
も
珍
し
い
、

か
つ
て
森
林
鉄
道
で
活
躍
し
た
機
関
車
な
ど
を

興
味
深
く
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
当
局
と
三
者
協
定
を
締
結
し
て
い
る

仁
別
森
林
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
案
内
人
会
と

支
援
活
動
を
し
て
い
る
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
秋
田
支

社
と
の
登
山
会
も
同
日
行
わ
れ
ま
し
た
。
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②
天
然
秋
田
ス
ギ
展
（
七
月
〜
八
月
）

日
本
三
大
美
林
で
あ
る
天
然
秋
田
ス

ギ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、
天
然
秋
田
ス

ギ
製
品
や
写
真
等
展
示
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

③
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト
（
七
月
）

小
学
生
の
夏
休
み
を
利
用
し
、
森
林

一
般
の
方
々
に
山
菜
の
食
べ
方
や
ま

ち
が
い
や
す
い
有
毒
植
物
と
の
区
別
な

ど
を
解
説
し
な
が
ら
展
示
を
行
い
ま
し

た
。

春
の
「
緑
の
募
金
活
動
」
を
皮
切
り

に
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
大
人
ま
で
幅
広

く
、
森
林
・
林
業
に
対
す
る
国
民
の
理

解
を
い
た
だ
く
た
め
、
局
・
各
署
等
に

お
い
て
は
「
遊
々
の
森
」
等
国
有
林
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
森
林
環
境
教
育
を
は
じ

め
と
し
た
各
種
の
取
り
組
み
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
は
教
育
分
野
と
の
連

携
強
化
を
よ
り
一
層
図
る
た
め
、
社
会

科
の
副
読
本
「
東
北
の
森
林
で
遊
ぼ
う
」

を
管
内
五
県
の
全
て
の
小
学
校
に
配
布

し
ま
し
た
。

本
年
度
、
指
導
普
及
課
が
展
開
す
る

活
動
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

○
仁
別
森
林
博
物
館
企
画
展

昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
仁
別
森
林

博
物
館
を
拠
点
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
案
内

人
と
連
携
し
た
企
画
展
等
を
年
四
回
計

画
し
て
い
ま
す
。

①
山
菜
展
（
五
月
）

特集コーナー

特集コーナー 

aomori
akita iwate

miyagiyamagata

指
導
普
及
課

指
導
普
及
課
が
行
っ
て
い
る

各
種
活
動
に
つ
い
て
紹
介

森
林
環
境
教
育
の
推
進

植栽終了後、満面の笑顔で記念撮影

山菜展を熱心に見学する来館者

博
物
館
の
見
学
、
周
辺
森
林
で
の
昆
虫

観
察
、
木
工
制
作
体
験
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

④
天
然
秋
田
ス
ギ
絵
画
展
（
十
月
）

小
学
校
児
童
を
対
象
に
「
仁
別
森
林

博
物
館
か
ら
見
た
天
然
秋
田
ス
ギ
」
の

絵
画
募
集
を
行
い
、
博
物
館
内
に
展
示

す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

○
中
通
小
学
校
植
樹
体
験
等
の
実
施

六
月
二
十
二
日
（
月
）、
秋
田
森
林

管
理
署
管
内
の
秋
田
市
河
辺
岩
見
山
国

有
林
内
に
お
い
て
秋
田
県
緑
化
推
進
委

員
会
、
秋
田
県
森
の
案
内
人
協
議
会
と

の
共
催
で
中
通
小
学
校
体
験
植
樹
を
実

施
し
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
東
北
森
林
管
理
局
に

隣
接
す
る
中
通
小
学
校
の
五
年
生
児
童

を
対
象
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
児
童
三
十
七
名
と
教
師
四
名
が
参

加
し
、
亀
田
秋
田
森
林
管
理
署
長
の
挨

拶
の
あ
と
二
人
一
組
に
な
り
ス
ギ
百
本

程
度
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
午
後
か
ら

は
、
秋
田
県
森
の
案
内
人
と
当
課
職
員

に
よ
る
森
林
の
働
き
や
温
暖
化
に
つ
い

て
の
森
林
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

森
林
教
室
を
担
当
し
た
当
課
職
員

は
、
冷
や
汗
を
か
き
な
が
ら
熱
弁
を
ふ

る
い
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
元
気
い

っ
ぱ
い
の
姿
に
、
満
足
感
を
得
て
い
ま

し
た
。

後
日
、
中
通
小
学
校
五
年
生
児
童
か

ら
、「
ま
じ
か
で
自
然
に
親
し
む
こ
と

が
で
き
、
自
然
に
と
て
も
興
味
を
持
っ

た
」、「
私
た
ち
も
少
し
ず
つ
で
す
が
、

環
境
に
よ
い
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
」

な
ど
前
向
き
な
感
謝
の
手
紙
が
当
課
に

届
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
以
外
に
「
森
林

の
市
」
の
開
催
、
緑
の
山
歩
塾
（
年
四

回
）
や
中
通
小
学
校
と
の
環
境
美
化
の

集
い
等
の
開
催
を
計
画
、
実
行
し
て
き

て
い
ま
す
が
、
実
行
の
み
の
計
画
に
な

ら
な
い
よ
う
、
各
団
体
と
連
携
を
図
り

つ
つ
、
い
か
に
国
民
の
皆
様
に
国
有
林

を
提
供
で
き
る
か
を
考
え
、
森
林
環
境

教
育
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト

等
を
創
意
工
夫
し
な
が
ら
安
全
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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地域産材を使用した
公共施設の整備について

上小阿仁村　産業課　
林務商工班係長　小林　博隆

上
小
阿
仁
村
は
、
秋
田
県
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
す
る
南
北
に
長
い
山
あ
い
の

村
で
、
二
十
の
集
落
に
千
二
百
五
十
世

帯
二
千
九
百
四
十
五
人
（
平
成
二
十
一

年
四
月
末
日
現
在
）
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
。総

面
積
の
九
割
以
上
を
山
林
が
占
め

る
当
村
は
、
古
く
か
ら
優
良
な
天
然
秋

田
ス
ギ
材
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
東
京
・
上
野
の
国
立
科
学
博
物

館
地
球
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
天
然
秋

田
ス
ギ
は
、
当
村
の
国
有
林
に
生
育
し

て
い
た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
豊
富
な
森
林
資
源
を
背

景
と
し
て
、
戦
後
の
住
宅
復
興
期
に
は
、

当
村
の
林
業
・
木
材
産
業
が
大
い
に
栄

え
ま
し
た
が
、
材
価
の
低
迷
や
資
源
状

況
の
変
化
、
過
疎
化
、
高
齢
化
等
に
よ

り
、
か
つ
て
の
よ
う
な
活
気
が
失
わ
れ

つ
つ
あ
り
、
今
後
は
、
生
育
の
途
上
に

あ
る
ス
ギ
人
工
林
を
活
用
し
て
、
林

業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

が
当
村
の
重
要
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
当
村
で
は
、
道
の

駅
か
み
こ
あ
に
に
併
設
し
て
い
る
秋
田

杉
の
館
、
村
立
小
中
学
校
、
村
営
住
宅
、

公
民
館
な
ど
の
公
共
・
公
営
施
設
を
整

備
す
る
際
、
構
造
材
や
内
装
材
へ
の
地

域
材
の
利
用
を
通
じ
て
、
地
域
材
の
Ｐ

Ｒ
と
利
用
推
進
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
活
動
や
研
修
、
地
域
住
民
と
地

域
以
外
の
方
々
と
の
交
流
の
拠
点
と
し

て
、
平
成
二
十
年
に
長
信
田
集
落
に
整

備
し
た
長
信
田
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
建
設
の
財
源
と
し
て
、
県

補
助
事
業
「
秋
田
の
木
・
利
用
推
進
木

造
公
共
整
備
事
業
」（「
農
山
漁
村
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付
金
」）
を

活
用
し
た
ほ
か
、
過
疎
対
策
事
業
債
、

地
元
負
担
金
を
充
て
ま
し
た
。

設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
適
合
、
無
落
雪
屋
根
な
ど
当
村
の
実

情
に
あ
わ
せ
た
工
夫
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
村
の
工
事
で
は
初
め
て
と
な

る
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
方
式
に
よ
り
施
工
す
る
こ
と
と

し
、
工
事
を
九
工
種
に
分
離
発
注
し
た

福舘い樹い樹交流センター

完成した長信田交流センター

地域材をふんだんに使用（秋田杉の館）

結
果
、
零
細
な
地
元
業
者
に
よ
る
受
注

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
材
の
使

用
に
つ
い
て
は
、
村
が
地
元
か
ら
直
接

調
達
し
た
木
材
を
建
築
工
事
の
受
注
者

に
支
給
す
る
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
で

担
保
し
ま
し
た
。

約
四
ヶ
月
の
工
期
で
完
成
し
た
木
造

平
屋
建
の
セ
ン
タ
ー
（
建
築
面
積
百
九

十
八
・
三
八
七
㎡
）
は
、
地
元
の
秋
田

ス
ギ
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
（
五
十

三
・
五

）
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用

者
に
地
元
材
の
良
さ
を
大
い
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
豊
富
な
森
林
資
源
を

抱
え
る
当
村
の
特
色
を
活
か
し
、
地
域

材
の
需
要
拡
大
を
通
じ
て
、
林
業
・
木

材
産
業
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



本
州
日
本
海
側
の
山
間
部
で
は
、
積

雪
量
が
一
ｍ
を
超
え
る
多
雪
・
豪
雪
地

帯
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
こ
の
よ
う
な
地

域
に
お
い
て
、
林
業
は
主
要
な
産
業
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
多
量
の
降

雪
に
よ
っ
て
植
栽
木
が
雪
害
を
受
け
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
中
で
も
根
元

曲
が
り
に
よ
る
被
害
は
深
刻
で
す
（
写

真
１
）。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
被
害
は
雪

が
多
け
れ
ば
必
ず
と
い
っ
て
良
い
ほ
ど

発
生
し
、
材
価
が
最
も
高
く
、
か
つ
ボ

リ
ュ
ー
ム
も
あ
る
根
元
部
分
の
幹
が
湾

曲
し
て
い
る
た
め
収
穫
さ
れ
ず
、
山
に

切
り
捨
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で

す
。
根
元
曲
が
り
に
よ
る
経
済
的
損
失

は
多
大
な
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
被
害
を
育
種
に
よ
っ
て

軽
減
す
る
た
め
、
気
象
害
抵
抗
性
育
種

事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業

に
よ
っ
て
、
雪
害
激
害
地
か
ら
根
元
曲

が
り
の
少
な
い
雪
害
抵
抗
性
候
補
木

（
写
真
２
）
が
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。
候

補
木
は
た
ま
た
ま
根
元
曲
が
り
が
少
な

か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
を

調
べ
る
た
め
に
候
補
木
の
さ
し
木
苗
や

実
生
苗
を
雪
害
の
発
生
し
や
す
い
林
地

に
植
栽
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
試
験

地
を
検
定
林
と
呼
び
ま
す
。
検
定
林
の

調
査
は
定
期
的
に
行
わ
れ
、
一
本
一
本

の
植
栽
木
に
対
し
て
根
元
曲
が
り
の
大
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【森のお話】 

雪
に
負
け
な
い
ス
ギ
を
創
る

気
象
害
抵
抗
性
育
種
事
業
の
最
新
の
成
果

宮
　
下
　
智
　
弘

森
林
総
合
研
究
所
　
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
　
東
北
育
種
場

コラム【森のお話】

写真1 根元曲がり

写真2 雪害抵抗性候補木
（写真中央）の選抜

き
さ
や
成
長
、
枯
損
の
有
無
等
が
詳
細

に
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
３
）
。

こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
平
成
十
二

年
度
ま
で
に
根
元
曲
が
り
が
少
な
く
成

長
も
良
好
で
あ
っ
た
実
生
家
系
十
九
品

種
、
さ
し
木
ク
ロ
ー
ン
八
品
種
を
開
発

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

ら
雪
害
抵
抗
性
品
種
の
本
格
的
な
種
苗

生
産
を
行
う
た
め
に
は
、
遺
伝
的
多
様

性
等
も
考
慮
す
る
と
品
種
数
を
さ
ら
に

増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種

セ
ン
タ
ー
東
北
育
種
場
は
、
東
北
森
林

管
理
局
、
関
東
森
林
管
理
局
、
秋
田
県
、

山
形
県
、
新
潟
県
と
連
携
し
て
新
た
な

雪
害
抵
抗
性
品
種
の
開
発
を
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。
平
成
十
二
年
度
の
品
種

開
発
以
降
に
新
た
に
調
査
を
実
施
し
た

多
数
の
検
定
林
デ
ー
タ
も
加
え
て
解
析

し
、
前
回
の
開
発
品
種
と
同
等
の
能
力

写真3 検定林調査の様子

を
持
つ
実
生
家
系
十
品
種
を
選
定
し
ま

し
た
（
表
）。
こ
れ
ら
の
品
種
は
関
係

機
関
の
了
承
の
も
と
、
森
林
総
合
研
究

所
新
品
種
開
発
委
員
会
に
申
請
し
、
平

成
二
十
一
年
二
月
に
新
品
種
と
し
て
正

式
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

根
元
曲
が
り
を
防
ぐ
最
も
簡
単
な
方

法
は
品
種
を
選
ん
で
植
栽
す
る
こ
と
で

す
（
写
真
４
）。
こ
れ
ら
開
発
品
種
は
、

根
元
曲
が
り
が
少
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
生
存
率
や
初
期
成
長
も
優
れ
て
お

り
、
積
雪
の
多
い
地
帯
に
最
適
な
林
業

用
種
苗
と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

写真４　品種による成績の違い
品種毎に列状植栽した検定林。
右列の品種は優れた成績を示している
が、左列の品種は根元曲がり・成長と
もに劣っていることが観察できる。

表　今回開発した品種一覧
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委
託
調
査
成
果
発
表
会
を

開
催

計
　
画
　
課

六
月
十
九
日
、
イ
ヤ
タ
カ
（
秋
田

市
・
民
間
施
設
）
に
お
い
て
、「
委
託

調
査
成
果
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

米
代
西
部
森
林
管
理
署

国
有
林
で
体
験
林
業
を
実
施

局職員をはじめ近隣署からも聴講

局
発
注

の
各
種
の

調
査
事
業

の
実
施
に

あ
た
っ
て

は
、
委
託

形
式
で
行

わ
れ
て
お

り
、
担
当

者
や
担
当

課
な
ど
に

情
報
が
限

ら
れ
る
な
ど
職
員
間
に
十
分
に
共
有
さ

れ
て
い
な
い
実
情
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
は

円
滑
か
つ
適
切
な
業
務
運
営
を
行
う
上

で
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
職

員
の
資
質
向
上
や
視
野
の
拡
大
を
目
的

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
委
託
調
査
受
託
者
（
四
社
）

の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
よ
り
、「
白
神

山
地
周
辺
地
域
自
然
再
生
調
査
」
な
ど

六
件
の
委
託
調
査
に
つ
い
て
発
表
が
あ

り
、
局
署
職
員
五
十
名
が
聴
講
し
、
各

発
表
後
に
活
発
な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ

れ
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

今
後
も
各
職
員
の
日
頃
の
業
務
に
役

立
つ
よ
う
委
託
調
査
な
ど
職
員
間
の
情

報
の
共
有
、
視
野
の
拡
大
に
努
め
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
各
委
託
調
査

受
託
者
の
皆
様
に
は
、
開
催
に
あ
た
り

全
面
的
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

五
月
三
十
日
（
土
）
米
代
西
部
森
林

管
理
署
管
内
に
お
い
て
、
東
京
に
本
部

を
置
く
「JU

O
N
N
E
T
W
O
R
K
(

樹
恩

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）」
の
方
々
の
体
験
林

業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。J

U
O
N

N
E
T
W
O
R
K

は
都
市
と
農
山
漁
村
の

人
々
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ぶ
こ
と
に

よ
り
環
境
の
保
全
改
良
、
地
方
文
化
の

発
掘
と
普
及
、
過
疎
過
密
の
問
題
の
解

決
に
取
り
組
み
、
自
立
・
協
助
の
志
で

新
し
い
価
値
観
と
生
活
様
式
を
創
造
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
特
定
非
営

利
活
動
法
人
で
す
。

こ
の
会
の
催
し
は
、
昨
年
度
も
藤
里

町
管
内
で
行
わ
れ
、
当
署
管
内
の
岳
岱

自
然
観
察
林
の
散
策
を
は
じ
め
民
有
林

内
へ
の
ブ
ナ
の
植
林
な
ど
を
実
施
し
、

今
年
度
は
「
是
非
林
業
の
体
験
を
」
と

藤
里
町
に
あ
る
「
ぶ
な
っ
こ
教
室
」
を

通
じ
て
依

頼
が
あ
っ

た
こ
と
か

ら
実
施
さ

れ

ま

し

た
。白

神
山

地
世
界
遺

産
セ
ン
タ

ー
藤
里
館

前
に
集
ま

各地からの便り

っ
たJU

O
N
N
E
T
W
O
R
K

の
方
々
七

人
、
ぶ
な
っ
こ
教
室
三
人
、
地
元
テ
レ

ビ
局
か
ら
二
人
の
計
十
二
人
は
早
速
三

十
分
ほ
ど
離
れ
た
真
名
子
森
林
事
務
所

管
内
の
国
有
林
へ
向
か
い
ま
し
た
。
現

地
は
午
前
中
の
雨
が
カ
ラ
リ
と
あ
が

り
、
絶
好
の
作
業
日
和
で
、
当
署
の
職

員
か
ら
作
業
箇
所
の
状
況
や
使
う
道
具

の
説
明
な
ど
を
う
け
、
作
業
に
取
り
か

か
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
の

人
が
ノ
コ
ギ
リ
を
初
め
て
使
う
事
も
あ

り
、
危
な
っ
か
し
い
手
つ
き
で
ツ
ル
伐

り
や
除
伐
な
ど
を
始
め
ま
し
た
が
、
約

一
時
間
の
作
業
が
終
わ
る
頃
に
は
す
っ

か
り
道
具
に
も
慣
れ
、
き
び
き
び
と
し

た
動
き
を
見
せ
る
方
も
お
り
ま
し
た
。

作
業
が
終
わ
り
手
を
か
け
る
前
の
林
と

見
比
べ
て
「
こ
ん
な
に
き
れ
い
に
な
っ

て
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。」
な
ど
と

受託者協力の下発表が行われました

慣れない道具に苦労しながらも作業を実施

治山課長の説明を興味深く聞く参加者



感
想
を
述
べ
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
治
山
の
渓
間
工

施
行
地
を
、
治
山
課
長
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
見
学
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、
張
り
芝
や
間
伐
木
を
利
用
し
た
柵

な
ど
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
の
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
熟
練
の
治
山
課
長
か

ら
み
ん
な
に
分
か
り
易
い
説
明
が
さ

れ
、
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
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金
木
支
署

不
法
投
棄
ク
リ
ー
ン
作
戦

を
実
施

六
月
十
八
日
（
木
）、
五
所
川
原
市

十
三
、
五
月
女
萢

そ
と
め
や
　
ち

防
風
保
安
林
に
お
い

て
、
平
成
二
十
一
年
度
国
有
林
野
流
域

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
メ
ニ
ュ
ー
の

一
環
と
し
て
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ

の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
作
戦
に
は
、
地
元
自
治
体
の
五

所
川
原
市
役
所
四
名
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
巡
視
員
十
四
名
、
津
軽
白
神
森
林

環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
二
名
、

森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
四
名
、
当
支
署
十

五
名
の
総
勢
三
十
九
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
作
戦
実
施
場
所
の
不
法
投
棄
さ
れ

た
ゴ
ミ
は
、
冷
蔵
庫
・
テ
レ
ビ
・
掃
除

機
・
古
タ
イ
ヤ
・
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・

ス
ト
ー
ブ
・
空
き
瓶
・
空
き
缶
等
、
日

常
生
活
や
業
務
上
で
発
生
す
る
多
種
多

様
な
ゴ
ミ
が
五
月
女
萢
防
風
保
安
林
内

に
散
乱
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
海
岸
防
風
林
を
き
れ
い

に
し
よ
う
と
、
ゴ
ミ
の
撤
去
作
業
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
海
か
ら
飛
来
し
て
き

た
ゴ
ミ
を
松
林
か
ら
拾
い
集
め
る
な

ど
、
額
に
大
粒
の
汗
を
か
き
な
が
ら
懸

命
に
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
撤
去
し
た
量
は
二
㌧
ト
ラ
ッ
ク

三
台
分
も
あ
り
、
参
加
者
一
同
、
ゴ
ミ

の
多
さ
に
驚
き
と
怒
り
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
警
告
看
板
を
設
置
し
作

業
を
終
え
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
元
自
治
体
、
森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
巡
視
員
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
美
し
い
森
林
づ
く
り
、
美
し
い
海

岸
林
に
蘇
え
さ
せ
る
活
動
に
よ
り
、
不

法
投
棄
防
止
の
Ｐ
Ｒ
活
動
及
び
保
安
林

の
公
益
機
能
の
保
全
に
努
め
て
行
き
ま

す
。

総勢３９名が参加したクリーン作戦

ゴミの多さには驚かされました

岩
手
南
部
森
林
管
理
署

管
内
二
団
体
と
「
遊
々
の
森
」

協
定
を
締
結

当
署
で
は
、
本
年
度
森
林
環
境
教
育

の
推
進
に
向
け
、
管
内
二
団
体
と

「
遊
々
の
森
」
の
協
定
を
締
結
（
み
ど

り
の
東
北
63
号
で
紹
介
）
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
六
月
十
七
日
当

署
署
長
室
に
お
い
て
協
定
締
結
を
行
い

ま
し
た
。

当
日
は
、
西
和
賀
町
「
カ
タ
ク
リ
の

会
」
か
ら
瀬
川
強
会
長
及
び
北
上
市
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
わ
が
流
域
環
境
ネ
ッ
ト
」

か
ら
は
及
川
一
代
表
幹
事
が
来
署
、
岩

下
署
長
と
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し

た
。協

定
期
間
は
五
年
間
で
、
こ
の
間
国

有
林
内
に
お
い
て
森
林
教
室
等
の
活
動

岩下署長との協定書取り交わし
（写真手前が及川専務理事）

各地からの便り

を
通
じ
、
森
林
の
多
面
的
機
能
を
学
ぶ

場
と
す
る
も
の
で
す
。

カ
タ
ク
リ
の
会
は
西
和
賀
町
貝
沢
地

内
の
二
十
四
・
三
七
ha
を
協
定
、
名
称

を
「
星
め
ぐ
り
の
森
」（
星
と
は
、
宮

沢
賢
治
の
童
話
等
で
命
や
輪
廻
と
次
世

代
を
つ
な
ぐ
役
割
の
意
味
）
と
し
ま
し

た
。
わ
が
流
域
環
境
ネ
ッ
ト
は
北
上
市

和
賀
町
の
入
畑
ダ
ム
近
く
の
百
三
・
一

八
ha
で
協
定
地
域
内
に
あ
る
湿
地
の
名

称
を
と
り
「
ハ
バ
ラ
谷
地

遊
々
の
森
」

と
そ
れ
ぞ
れ
命
名
し
ま
し
た
。

各
団
体
と
も
以
前
よ
り
自
然
環
境
教

育
実
施
を
は
じ
め
国
有
林
内
の
森
林
パ

ト
ロ
ー
ル
等
の
実
施
を
し
て
お
り
、
今

回
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
植
樹
・
育
樹

等
の
体
験
学
習
に
よ
る
自
然
再
生
活
動

や
動
植
物
の
観
察
会
に
よ
る
自
然
環
境

保
全
活
動
の
啓
発
等
更
な
る
活
動
の
充

実
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
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～森の仲間の裏話　4～ 

へぇーそうなんだ へぇーそうなんだ へぇーそうなんだ 
朝日庄内森林環境保全ふれあいセンター所長　青山　一郎 

　鳥たちの巣立ちの季節です。厳冬期から繁殖に入るイヌワシも同じ
です。 
　うなじの色からゴールデンイーグルと命名されてはいるものの、遠目
には黒一色に見える親鳥とは対照的に、若ワシの翼と尾には白斑が鮮や
かで、三星鷹とも呼ばれます。 
　全国的に繁殖率低下が危惧されている中、今年も局管内の山からは三
星飛翔の便りが届きました。 
　ところで、この三ツ星、やがて親元を離れて放浪生活を送る際、なわば
りを厳しく防衛するよそのペアに「子供だから大目に見て」とアピールす
る、いわば初心者マークで、実際、若鳥への激しい攻撃は見られません。 

初心者マーク
 

初心者マーク
 

イヌワシ幼鳥（別名：三星鷹） 

平
成
二
十
一
年
度

東
北
森
林
管
理
局
署
職
員

定
期
表
彰
式

〜
永
年
の
ご
尽
力
と
ご
苦
労
に
敬
意
と
感
謝
〜

総
　
務
　
課

六
月
十
七
日
（
水
）
平
成
二
十
一
年

度
東
北
森
林
管
理
局
署
職
員
定
期
表
彰

式
が
秋
田
市
の
イ
ヤ
タ
カ
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
受
章
者
は
、
一
級
精
勤
賞

（
勤
続
三
十
年
以
上
）
二
十
二
名
、
二

級
精
勤
賞
（
勤
続
二
十
年
以
上
）
十
一

名
、
計
三
十
三
名
の
皆
さ
ん
で
す
。
表

彰
式
は
、
山

局
長
を
は
じ
め
、
受
章

者
の
う
ち
二
十
八
名
（
同
伴
者
一
名
）

と
、
来
賓
、
局
関
係
者
が
出
席
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
山

局
長
か
ら
、「
栄
え
あ

る
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
す
皆
様
は
、
永

年
に
亘
り
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、

国
有
林
野
事
業
を
遂
行
し
て
こ
ら
れ
た

方
々
で
あ
り
、
そ
の
ご
尽
力
と
ご
苦
労

に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
の
意
を

表
し
ま
す
」
と
式
辞
が
あ
り
、
引
き
続

き
局
長
か
ら
受
章
者
一
人
一
人
に
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
林
野
庁
長
官
（
代
読
廣
田

総
務
部
長
）、
佐
藤
秋
田
林
友
会
副
会

長
、
乾
三
陸
森
の
会
会
長
か
ら
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
受
章
者
を
代
表
し
て
盛
岡

森
林
管
理
署
の
仙
北
谷
彰
氏
が
受
章
の

お
礼
を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
本
日
の

受
章
を
新
た
な
出
発
点
と
し
て
、
名
実

と
も
に
開
か
れ
た
「
国
民
の
森
林
」
の

実
現
に
向
け
、
国
有
林
の
適
切
な
管
理

運
営
と
豊
か
な
森
林
づ
く
り
の
た
め
、

更
に
努
力
す
る
。」
と
決
意
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

一級精勤賞を受章された皆さん

答辞を述べる仙北谷盛岡署次長 二級精勤賞を受章された皆さん

各地からの便り
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期　　　日 平成２１年８月２１日（金）
実 施 場 所 秋田県能代市・上小阿仁村

国有林に生きる天然秋田スギ（コブ杉ときみまち杉）を観賞し、天然秋田ス
ギの利用について施設見学を実施。

募 集 人 員 40名（応募多数の場合は抽選となります）
参　加　費 大人3,500円、子供1,500円
集 合 場 所　秋田駅東口（７：２０）
申込み方法　ハガキ又はＦＡＸに住所、氏名、生年月日、

電話番号を記入し、下記までお申し込み下さい。
申込み締切　７月27日（月）
そ　の　他 昼食は持参

してください。

【参加申込みお問い合わせ】
東北森林管理局　
指導普及課　緑の普及係
秋田県秋田市中通５丁目９番１６号
電 話：０１８－８３６－２２１８　ＦＡＸ：０１８－８３６－２０１２
ＵＲＬ：http://www.rinya.maff.go.jp/tohoku 

第３回「緑の山歩塾」天然秋田スギを巡るイベント名

期　　　日 平成２１年８月３０日（日）
実 施 場 所 秋田県藤里町　藤里駒ヶ岳
募 集 人 員 20名
参　加　費 大人3,500円、子供2,000円（中学生以下）

（保険料、記念写真代含む）
受付開会式 秋田県藤里町　藤里センター　８：１５～
申込み方法 往復はがきに、「イベント名」を明記の上、

住所、氏名、年齢、電話番号を記入し、下記までお申し込み下さい。
申込み締切 ８月１２日（水）必着（応募多数の場合は抽選となります）
そ　の　他 昼食は持参してください

【参加申込みお問い合わせ】
藤里森林センター　　住所：秋田県山本郡藤里町藤琴字大関添24-3

電話：０１８５－７９－１００３
ＵＲＬ：http://www.shirakami.or.jp/̃fujisatofc/

「晩夏の白神山地での藤里駒ヶ岳登山」イベント名

「森の巨人たち百選」に選ばれたコブ杉
「金勇」１１０畳の大広間

オヤマリンドウ



9 みどりの東北

私が勤務する庄内森林管理署遊佐森林事務
所は秋田・山形の県境に位置し、海（庄内海
岸）から山（鳥海山）までの広範囲（約２１
千ha）を管轄区域としています。
管内の北端に位置する鳥海山（2,236ｍ）

は、東北屈指の高山で国定公園にも指定され
ており、モリアオガエルの生息地となってい
るなど貴重な自然の宝庫です。
海には日本海

沿岸に続く白砂
（庄内砂丘）を
緑濃いクロマツ
林（庄内海岸林）
が、北は遊佐町
吹浦から南は鶴
岡市湯野浜まで
の 、 延 長 約
34km、幅約１kmにおよび、海からの風や砂
から地域住民の生活を守り続け現在に至って
います。
しかし、海岸林は一朝一夕に形成されたわ

けでなく、草木も生えぬ荒涼とした砂丘地に
暮らす人々の長い苦難の歴史があり、それに
立ち向かった先人たちの血のにじむような努
力と挑戦によって築かれた歴史遺産なのです。
ところが、この歴史遺産にも人知の及ばぬ

受難の時がやって来るのです。
昭和50年代に松くい虫被害が発生そして拡

大。平成10年11月には記録的な大雪による雪
害が発生し、海岸林の荒廃に拍車がかかった
のですが、この雪害は災い転じて福となった
のです。
海岸林に無関心だった地域住民が、あらた

めて海岸林の意義を考え、先人たちの偉業を
ふたたび認識させるきっかけとなったのです。
「今私たちができること」・「今私たちが

しなければならないこと」、そのために各種ボ
ランティア団体、小・中・高校、地域の企業
や住民そして行政のバックアップ、まさしく
産官学の共同事業体が完成したのです。
特に「万里の松原自然観察教育林」を核と

するボランティア団体の活動は、今までも各

庄内森林管理署　遊佐森林事務所

首席森林官　武藤　　淳

「海岸林物語　今昔」
森林官からの投稿

種紙面で紹介されており、全国に誇れる活動
内容だと思います。
今年もすでに、一般住民を対象にした「山

をきれいにウォーキング」が４月にスタート
し、年間を通じたメニューが計画されていま
す。

また、学生
を対象にした
体験学習が、
５月28日酒
田北高校によ
り実施されて
おり、今後も
山形県・酒田
市・遊佐町等
と 連 携 し 、

小・中・高校生を対象に海岸林をフィールド
として行われます。
そのほか、諸々のボランティア活動が計画

されていますが、森林官として地域住民の一
員として、企画立
案・現地指導等こ
れからも積極的に
関わっていきたい
と考えています。
庄内署として

も、海岸林造成や
松 く い 虫 防 除
（１ヶ月に及ぶ被
害木調査は死のロードと呼ばれています。）を
継続実施していますが、行政の手の届かない
ところをこれらボランティア団体等の協力を
得ながら、次世代に誇れる海岸林づくりに励
んでいきたいと思います。

是非一度「万里
の松原」をのぞい
て見て下さい。絶
対感動します。
山（鳥海山）関

係については、次
回乞うご期待を。

モリアオガエルの生息地でもある
鳥海山鶴間池

山をきれいにウォーキングには沢山の市民が参加

酒田北高校生徒による体験学習

鶴間池でのふれあい推進事業
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